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1.はじめに                   

 現在、駅において駆け込み乗車をしている乗客が

よく見られる。相鉄線「緑園都市」駅では無駄な駆

け込み乗車を防止すべく、2016年 2月に改札階に電

車が到着したことを知らせるサイン音を上りと下り

で作成するプロジェクトが実施された。このプロジ

ェクトによって駆け込み乗車が減ったという声はあ

るが、実際にどれだけ緩和されているかという先行

研究はなく、今後緑園都市以外の駅にもサイン音が

駆け込み乗車防止として有効か検証が必要である。 

 そこで、本研究では緑園都市駅と似た特徴を持つ

駅を相鉄線の中から選定し、その駅と緑園都市駅の

駆け込み乗車の実態を比較することで、緑園都市駅

のサイン音の事例が駆け込み乗車緩和に有効かを検

証することを目的とする。なお、本研究において「駆

け込み乗車」とは、「改札階からホームの様子がわか

らない駅の改札で、電車が到着する音を聞いてホー

ムへ駆け込もうとする行為」と定義する。 

2.相鉄線における駆け込み乗車の実態調査概要   

2.1 調査駅の選定 

 緑園都市との比較対象駅を選定する上で、駅の規

模を把握するために以下に示す①と、駆け込みのし

やすさを把握するために②と③の調査を相鉄線全駅

を対象として調査した。 

① 日平均乗降客数（人/日） 

 相鉄線全駅の 2016 年度〜2018 年度の日平均の乗

降客数の平均を表したものを図 1に示す。 

 

図 1 2016年度〜2018年度間の日平均乗降客数 

② ホームの形状 

 相鉄線の駅は上下線のホームが同一となっている

島式のホームと、相対式になっている形式とに分け

られ、それぞれにおいて改札とホームとを繋ぐ階段

が中央にある形と端にある形に分けられる(図 2)。 

また、改札とホームのどちらが上階にあるか、改札

階からホームの様子がわかるかどうかも調査した。 

 

図 2 相鉄線のホーム形状の種類 

表 1 相鉄線全駅の特徴 

 



③ 発着時間間隔 

 相鉄線は相鉄本線と相鉄いずみ野線の 2 つがあり、

それぞれ特急、急行、快速、各停のいずれの電車が

停車するか分類すると、A〜F までの計 6 グループ

(表 1参照)に分けられる。このうち B,D,E,Fの 4グ

ループは緑園都市と同じような時間間隔で電車が発

着することがわかった。 

②③を纏めたものを表 1に示す。以上①〜③の結果

から緑園都市と似た特徴を持つ駅として、天王町、

西谷、いずみ中央の 3 つが挙げられ、特に天王町は

緑園都市とほぼ全ての調査項目で一致していた。以

上 4駅において、駆け込み乗車の実態調査を行った。 

2.2 調査方法 

2019 年 12 月 10 日(火)〜2020 年 1 月 14 日(火)の

平日に、上記の各駅で 2日ずつ、朝(7時〜10時)と

夕（16時〜19時）において、改札で電車到着音を聞

いた乗客の行動を調査した。調査項目は①歩いてい

る人数、②駆け込み乗車をしている人数、③②のう

ち、乗るべき方向と逆側の電車の到着音を聞いて駆

け込み乗車をしてしまっている人数、の 3 項目とし

た。 

3.実態調査結果と考察              

(1) 駆け込み率（％） 

 電車到着音が聞こえた際に駆け込み乗車をしてい

る人数を乗客総数で除し、百分率で表したものを「駆

け込み率」と定義する。調査駅 4 駅の駆け込み率を

図 4 に示す。駆け込み率が緑園都市で最も低くなっ

ているのはサイン音の効果が大きいと考えられる。

一方、天王町も駆け込み率が高いのは、電光掲示板

が存在しないことや役所が存在するために不特定多

数が利用することも要因である。また、西谷で駆け

込み率が低いのは、2019 年 11 月 30 日より JR 線へ

直通したことで、西谷の上下線ともに 1 時間当りの

本数が増えたことが原因であると考えられる。 

(2) 誤認駆け込み率（％） 

 駆け込んでいる乗客のうち、乗る電車とは逆の方

向の電車の音に反応して誤って駆け込んでいる乗客

の割合を百分率で表したものを「誤認駆け込み率」

と定義する。ここで、いずみ中央はホームが島式で

あり、改札で調査した際駆け込み乗車が誤認かどう

かの判別が付き難いため、図 5に示す 3駅において

の誤認駆け込み率を示す。上り音誤認の(朝)(夕)の

緑園都市と天王町を比べると、上り方面の電車に乗

りたい人が下り方面の電車の発着音を誤認して駆け 

 

図 4 駆け込み率 

 

図 5 誤認駆け込み率 

込んだ割合は緑園都市の方が低いことがわかる。 

また、各駅において下りが上りよりも誤認駆け込み

率が高い傾向にあるが、これはつまり上り方面（横

浜方面）の電車を利用する乗客が主に誤認しやすい

ということを意味している。緑園都市においてこの

傾向が顕著に見られるが、これは緑園都市の上りに

は横浜、西谷、海老名など他線へ接続する駅が多い

ことから、急いでいる人数も他駅より多くなり、サ

イン音に意識が向きにくいためだと考えられる。 

4.おわりに                   

 本研究から、サイン音を導入している緑園都市で

は駆け込み乗車が減少するという効果を確認するこ

とができた。今後は緑園都市以外の駅にもサイン音

が導入されることが期待されるが、サイン音を導入

しても、流れる音がどの方向の電車の到着を知らせ

るものなのかをしっかりと学習した乗客でなければ、

無駄な駆け込み乗車の防止は難しい。また、サイン

音が有効でないタイプの人に関しては、音以外の方

法で駆け込み乗車を防止する策も必要である。 
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